
 

 

 

 

 

夏休みの見守りお世話になりました。 
前期後半の始まりにあたって 
３８日間の夏休みが終わり前期後半が始まりました。休み中
の子どもたちの様子はいかがでしたか？また、８月１０日から
の豪雨被害は大丈夫でしたか？雨が落ち着いた翌日に、学校と
校区内を回りました。子どもたちの人的な被害、学校施設や校
地への被害はありませんでしたが、校区内のあちらこちらで斜
面や田畑の崩落などがあり、災害の大きさを感じました。被害
を受けられた方に心からお見舞いを申し上げます。 
前期後半の集会では、豪雨災害で大きな被害があったこと、夏休み期間中に、菊池市内の中学
生、高校生が事故で命を失うという本当に悲しく、痛ましい出来事が起きたことを子どもたちに
話しました。そして、夏休みに入る時に「戦争の悲惨さや平和の大切さを学んで欲しい」と子ど
もたちに呼びかけたので、夏休みに私が見た映画や新聞記事も紹介しながら、「命を大切にしよ
う」と伝えました。 
そして、命を大切にするために、「きまりやルールを守って行動しよう」「病気や健康に気をつけ
よう」そして、なかまの命を大切にするために「ひとを傷つける言葉や行動、いじめや差別をな
くそう」と伝えました。 
また、「今日は元気に登校しているけど、悩み事や心配事がある人もいるかもしれない。悩み事
がある人は、ぜひ相談して欲しい」と呼びかけました。文部科学省から全国の小学生に届けられ
た「不安や悩みがあったら話してみよう」というメッセージを子どもたちに渡しています。学校
が始まったこの時期は、それそれのご家庭でも子どもさんとの時間を意識して増やしていただけ
るとありがたいです。もし、心配な様子等がありましたら、遠慮なく学校にもご相談ください。 

ＰＴＡ奉仕作業 ありがとうございました 
23日は朝早くから奉仕作業にご協力いただきありがとうございました。台風の影響等も心配

しましたが、予定通りに実施できてホッとしました。運動場や校舎の周り、学級園や芋畑、第２
駐車場等の除草に加え、２年に１回行っているウッドデッキの塗装も行い、学校が見違えるほど
美しくなりました 
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「ふるさとを誇りに思い、夢に向かって 
みんなで伸びゆく 旭志っ子の育成」 
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３つの力で「ひと」「ふるさと」「まなび」とつながる旭志小 


